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1.序論 
現代の都市開発では合理性や効率性が重視され、人の

記憶や土着性が軽視されていると感じる。資本主義の影

響で物々交換などの人間らしい「ふるまい」が減少し、

都市は冷たい印象になっている。本来、これらのふるま

いは人と街が温かく繋がる要素であり、今もなお継承さ

れる文化である。そこで、地域固有のふるまいを取り入

れ、人々の多様な関係性を作ることができれば、都市空

間にあたたかさを感じることができるのではないか。都

市空間に人の根源的なふるまいが多発し、地域性が再び

栄えることができるような計画を提案する。 
 

2.物々交換と贈与  
物々交換は現在あまり見られなくなったが、地域によ

っては未だ存在する生活行為である。物々交換とは、地

球からの資源の一部を贈与されることから始まり、今の

消費社会における金銭的な取引行為につながる物である。 
マンセル・モース著の『贈与論』によると、贈与は 

物々交換に先行し、経済行為でありつつも人類の経済行 
為の分母にあたると唱えている。 [1] 
故に、贈与は行きすぎた経済合理性を人間的なスケー

ルに戻す、中間的な概念であると考えられるのではない

だろうか。 
 

3.贈与と空間 
中沢新一著の『純粋な自然の贈与』によると、贈与と

売買について、贈与も売買も物を介して人間の間に関係

を作るものであると論じている。さらに、贈与は対話の

状態をつくるものの、相手に自分の考えや欲望を押し付

けないとされ、贈与の空間には無限の深さがあると述べ

ている。 [2]贈与を行う空間について、人間のふるまいに

よってその物の意味合い、人と人の関係が変化すると考

えられる。 
 

3-1.心理的距離と贈与  

前述より、贈与のある空間では対話による価値の決

定が必要不可欠である。物の交換について贈与性がど

のように変わるのかを分析し、それらが行われる空間の

原理について考察する。 
書店のような商業的な空間では、物の価値は主に金銭

によって評価され、数値的な価値に変換される(図 1)。フ
リーマーケットでは物の数値的価値に加え、それを所有

していた人との関係性も考慮される(図 2)。自由本棚では、

本を置いていく人の人物像や本の内容が余剰的な価値と

して考慮される(図 3)。このような空間での贈与性は、単

なる物のやりとりを超えた人と人のつながりやコミュニ

ケーションの要素がより強調される。物の背後にある人

間の存在を感じることで、心理的距離が縮まり贈与性が

高まり、交換がより意味深いものになる。 

 
4.贈与と地域性 
地域性は歴史、地域独自の文化、人々の習慣やふるま

い、都市的なものなど様々な要素が複合的に影響してつ

くられていく。様々な要素を贈与されて独特な地域性を

持つ街として、北品川に注目した。北品川は、再開発エ

リアの都市的な要素と旧東海道と品川宿などの歴史的な

要素、海と陸地の高低差のある地形的な要素がある。 
 
4-1.旧東海道における贈与性 
旧東海道には、当時の幅員を残した路

地文化が現存する。表通りは壁面線やス

カイラインが揃えられるなど景観がとて

も綺麗に整備されている。一方、路地は

商人の住宅の入り口などパーソナルで物

や構造物の仕上げなど全体的にバラバラ

している。表通りの統一性と路地の異質性の相互の性質

が作用することで、宿場町の雰囲気が作られている。 

図 4 旧東海道の様子 

図 1 書店 図 2 フリーマーケット 図 3 自由本棚 
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また、この宿場町では、路地と表通りの出会い頭で立

ち話をする人が多く見られることに気づいた。そこで表

通りと路地の表裏一体の二面性がある場所がぶつかる出

会い頭で、どのような関係性が新たに作られるかを分析

する。 
 

4-2.オモテとウラの原理 

表通りをオモテ、路地をウラとし、オモテとウラそれ

ぞれについて人と人、人と物などの関係性を考える。ふ

るまいにおいて、日常的かつ一般的な行為は見ている人

に温もりを感じさせる。図 5 のように私的領域の一部を客

観的に見ていることでこの現象が生じると考えられる。

一方で、私的領域を出た瞬間、人は公的領域に合わせて

私的領域を見せまいとする。オモテとウラの空間と人の

ふるまいについてどのような贈与性があるのだろうか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-3.ふるまいと贈与性 

心理的距離が人のふるまいによってどう変わるのか、オ

モテ・ウラごと

に、人が行為を行

う場所の高さ関係

や物による変化も

踏まえ考察した。

(図 6)その結果、ふ

るまいの中には、

オモテにおいても

温もりや親近感に

よって心理的距離

が実際の道を関係

性を超えて近づくこ

とがあることがわか

った。例えば、ほうきで掃くという行為は、行為者のこ

とを知らない見物人が行為者に温もりという感情を受け

取り、とても贈与性がある行為と言える。心理的距離が

オモテとウラの関係性とふるまいが重なる事で地域固有

の贈与につながると考えられる。 
 

5.設計 
5-1.設計対象敷地 
北品川は再開発エリアと歴史

的な街で構成される。しかし、

共通の地域性を持つはずのこの

２つのエリアは開発が進むにつ

れ乖離している。再開発エリア

と歴史的な東海道の地域性がつ

ながれるように、中間地域にあ

たる３箇所を対象地域とする。 
 
5-2.設計プログラム 
 都営アパートは内部空間に大きくリノベーションを施

し、アパートの向かいに立つ中規模のビルには屋上に改

修を行う。また旧東海道の道沿いに連続した 3軒の商店に

ついては、3 軒の間のすき間の道に軽度の改修を施す。３

点の大・中・小のリノベーションにオモテとウラの原理

を用いながら、より人のふるまいに注目した小さなスケ

ールでの改修を行い、地域性の呼び起こしを図る。 
① 道の構築 
建物内にオモテとウラをつくるために

旧東海道の道の構成を利用する。 
② 心理的距離感 
心理的距離感とふるまいの分析により

得られた空間的イメージについて、個

人の領域を 900mm の基準寸法として考

える。 
③ 表長屋グリッドの使用 
江戸時代に表通りに面して道に立ち並んで

いた商人の家を表長屋という。伝統的な表

長屋の間口２間、奥行４間を基準寸法とし

て利用し、壁などを配置していく。 
 
このように、様々なスケールでオモテと

ウラの原理が展開でき、街に贈与の連鎖が起きることで

地域性をつないでいくことができることを期待している。 
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図 8 手法ダイアグラム 
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図 9 表長屋グリッド 

図 5 オモテとウラの様子 
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図 7 対象敷地と旧東海道の関係性 

図 6  具体的なふるまいと心理的距離の関係 


